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平成２８年度
達成状況
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A：達成（設定した目標を達成することができた。）

　人事施策については、人事評価制度の着実な推進や適材適所の人事配置、人材育成を行
うとともに、女性活躍推進法に係る事業主行動計画における目標達成に向けた取組を進め
ます。
　契約制度については、プロポーザル方式による選定について、統一的な基準を作成する
とともに、昨年度に引き続き入札等監視委員会を定期的に開催し、答申を受けた内容を取
り入れることで、より透明性の高い、公正で、公平な契約制度の確立を図ります。
　庁舎管理については、３６万市民の市役所としてセンスのある市庁舎となるよう取組み
ます。

重点課題

吹田らしさを創造する人材育成、各自のライフステージに応じたワーク
スタイルの実現

透明性の高い、公正・公平な契約制度の確立

市庁舎のセンスアップ

理事名

C：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。）

平成28年度各部の重点取組の取組結果

部(局)名

部(局)長名

総務部　　　

小西　義人　　　

                                            平田　美恵子（人材育成・女性活躍担当）　　　　

【達成度について】

B：一部達成（設定した目標の一部のみ達成することができた。）



　人材育成の基本である「自
育」をさらに促すため、資格取
得や派遣研修などの支援を行い
職員個々のスキルアップを奨励
します。

→
　業務に必要な資格取得や知識取得のた
め、のべ約580名の職員を研修に派遣し
ました。また、自主研修として資格取得
をはじめ約110名の支援を行いました。

B

一部達成

　職員の資質、能力に基づいた
適材適所の人事配置を行うとと
もに、人材育成、組織活性化の
観点から効果的なジョブロー
テーションを行います。

→
　異動、昇任等の希望申告制度の活用や庁内公募等
による派遣研修等、職員のチャレンジ精神を活かす
ことができる人事配置に努めました。また、長期在
課職員については、当該職員のキャリアアップと組
織の活性化を図るため、積極的に異動を行いまし
た。

→

　組織管理と連携した役職者の
効果的な配置と役職者比率の適
正な管理を行うとともに、資質
や能力に基づく、より客観性を
高めた人事配置制度を構築しま
す。

→
　平成29年4月の定期人事異動において
は、役職者の育成の視点も踏まえなが
ら、より適正な役職者比率を目指した人
事配置を行いましたが、府内中核・特例
市比較ではさらに適正な管理を進める必
要があると考えています。

B

一部達成

重点課題 1
吹田らしさを創造する人材育成、各自のライフステージに応
じたワークスタイルの実現

全体の達成度

B目指すべき方向
（中期的な目標）

 人間力の高い多様な人材を確保し、適材適所の配置を行う
とともに、人材育成を図ります。 一部達成

活動目標 具体的な取組実績

　本年度からの人事評価制度の
周知を図るとともに、着実な推
進に努めます。 →

　平成28年度から人材育成を中心とした新たな人
事評価制度を導入し、制度の着実な推進のため、４
月に制度の説明会を評価実施前の１月には評価者を
対象とした研修を開催しました。

　女性活躍推進法の施行に伴い
策定した事業主行動計画の周知
を図るとともに、目標達成に向
けた取組を進めます。

→

　意識改革のための市長メッセージの発信、ワー
ク・ライフ・バランスに関する管理職研修の実施、
人事評価の評価シートへの反映、事務改善案の集約
及び周知、長時間労働対策としての定数管理の是
正、ノー残業デーの周知、会議のあり方見直し案の
周知、女性職員向けのキャリアデザインに関する研
修の実施、育児休業取得者を勘案した職員体制の整
備などを実施しました。

　市が掲げる政策の実現力を高
めるため、職員の政策立案力が
高まるよう人材育成を図りま
す。

　新公会計研修、「契約事務」と「決裁権」研修、
マイナンバー制度研修、債権管理研修、コンシェル
ジュ研修、ユニバーサルマナー研修、ワーク・ライ
フ・バランス研修など幅広く実施しました。

↓
達成目標 達成状況 達成度

　人事評価制度を実施すること
で、職員にセルフマネジメント
への「気づき」を与え、自ら成
長する「自育」を促します。

→
　職員一人ひとりの「職員力」の向上に
重点をおき、職員の能力が発揮された行
動・業績を評価する業績評価と能力評価
を実施しましたが、より実効性のある制
度となるよう改善していくことが必要で
す。

B

一部達成

部(局)名 総務部

↓



　人事評価制度の運用やジョブローテーション、職員研修の実施などの取組みにより人材育成に
努めました。具体的な取組としては概ね達成していますが、吹田らしさを創造する職員育成とし
て、さらに具体的に取り組んでいく必要があります。
　また、定期人事異動においても役職者の育成の視点も踏まえながら、より適正な役職者比率を
目指した人事配置を推し進めました。
　健全なワーク・ライフ・バランスを保ったワークスタイルの実現においては、意識改革をはじ
めとした取組みを進めました。しかしながら、時間外勤務時間数や休暇取得日数等につきまして
は、特定事業主行動計画の目標達成に向けて改善が必要であり、次年度は重点的に取組む必要が
あります。

　女性活躍推進法に係る特定事
業主行動計画の初年度の取組と
して、職員全体の意識改革を図
る具体の内容を実施しながら、
ワーク・ライフ・バランスの推
進を重点的に行います。

→
　特定事業主行動計画に掲げる複数の取
組みについて、実施を進めてまいりまし
た。管理的地位に女性が占める割合は、
目標数値に少し及びませんが、各役職段
階に占める女性職員の割合については、
現時点で達成しております。

B

一部達成

総合評価・総括



重点課題 2 透明性の高い、公正・公平な契約制度の確立
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

入札やプロポーザル方式による選定について、より透明性を
高めるとともに、公正・公平な制度の確立を目指します。

達成

活動目標 具体的な取組実績

　プロポーザル方式についての
統一的な基準づくりに取り組み
ます。 →

　庁内意見を基にプロポーザル方式の実施に関する
ガイドラインを策定し、平成29年1月24日付けで
施行しました。

　入札及び契約の内容の透明性
を確保するため、入札等監視委
員会を定期的に開催します。 →

　平成２８年度に定例会議を３回開催し、平成２７
年１０月から平成28年９月までに締結した予定価
格２５０万円以上の契約から案件を抽出し、審議を
行いました。また、プロポーザル方式実施の適否を
判定するための会議を１回開催し、平成29年度に
実施予定の6案件について審議を行いました。

↓
達成目標 達成状況 達成度

　プロポーザル方式による選定
について、統一的な基準に基づ
き公募等を行うことにより、透
明性の高い、公正・公平な制度
づくりを行います。

→

　プロポーザル方式の実施に関するガイ
ドラインに基づき、吹田市入札等監視委
員会及び庁内会議において、プロポーザ
ル方式実施の適否について審議しまし
た。また、実施が適当と判断された案件
については、市ホームページにプロポー
ザル案件情報のページを設け、募集状況
を一覧で閲覧できるようにしました。

A

達成

　これまで統一的な基準がなかったプロポーザル方式の実施に関してガイドラインを策定し、プ
ロポーザル方式の対象業務や手続き方法について明確に定めました。このガイドラインに基づ
き、プロポーザル方式実施の適否について第三者の視点から判断するため、吹田市入札等監視委
員会及び庁内会議において審議を行いました。今後、庁内に同ガイドラインを周知し、透明性の
高い、公正・公平な制度となるよう運用していきます。
　入札等監視委員会については、定例会議及びプロポーザル方式選定の会議を開催し、答申を受
けました。答申に基づき平成２９年度から、建設工事の一般競争入札における競争性確保のた
め、一部の工種で事業者が受注できる件数を拡大するとともに、低落札率が見られる除草・剪定
業務について、最低制限価格を設けることとしました。今後も、入札等監視委員会からの答申内
容を取り入れ、より公正・公平な入札契約制度を構築していきます。

部(局)名 総務部

↓

　入札等監視委員会からの答申
内容を取り入れ、より公正・公
平な入札契約制度を構築しま
す。

→
　平成28年度に答申を受けた内容のう
ち、建設工事の一般競争入札における受
注制限件数の緩和や、除草・剪定業務に
おける最低制限価格の設定について、平
成29年度から実施することとしまし
た。

A

達成

総合評価・総括



　来庁者にとって、分かりやすく、すっきりとした案内表示の整備や市民対応窓口に、プライバ
シー保護に配慮したカウンターの設置、また、待ち時間に憩える空間の創出など、市役所のデザ
インアップを図りました。

　市民が、分かりやすく、快適
に市庁舎を利用できるようにす
る。 →

　市民課をはじめとする来庁者が多い窓
口については、プライバシー保護にも配
慮したカウンターを設置し、快適に手続
できるよう改善しました。
　市民ロビーをリニューアルし、カフェ
テーブルを設置するなど、待ち時間等に
憩える空間を創出しました。

A

達成

総合評価・総括

達成目標 達成状況 達成度

　庁内の室課名表示や業務案内
表示などのデザインを、組織改
正に合わせてカラーリングなど
も含め、より分かりやすいもの
に変更します。

→
　室課名表示からどのような業務を行っ
ているかイメージしやすい業務内容表示
や窓口番号の最初に階層を表示するよう
に改め、また、来庁者が多く訪れる窓口
については色分けするなど改善しまし
た。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　庁内の案内表示方法を変更す
るとともに、プライバシーの保
護に配慮されたものとなるよ
う、市民課窓口を改善します。

→
　室課名表示をわかりやすくし、来庁者が多い窓口
については、快適に手続ができるよう改善しまし
た。

↓ ↓

部(局)名 総務部

重点課題 3 市庁舎のセンスアップ
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　庁舎配置について狭隘化の解消を図りつつ、市民にとって
快適でセンスのある市庁舎となるよう、効率的な部局配置の
改善に努めていきます。 達成


